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Performance Result

創出する経済的価値

創出する社会的価値（環境方針の達成）
1995年度より環境目標を定め、活動を推進してきました。 
現在は第九次中期環境活動計画（2021～2023年度）を策定し取り組んでおり、
2022年度の結果は以下のとおりです。

パフォーマンス結果
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地球環境問題
地域環境問題 社会の課題

社会の課題への対応（当社の環境活動） 　　　　第九次中期環境活動計画（2021年度～2023年度）
SDGsとの関連性

テーマ 活動内容
　　　2022年度 2023年度

目標 実績 達成状況 目標
大気汚染

法
律
・
条
例

大気汚染防止法

環
境
方
針

法・条例・協定の遵守 自主基準値を設け汚染を
未然に防止する。 法基準値遵守 Ｐ11~12参照 ○ 法基準値遵守 ―

水質汚濁 水質汚濁防止法
オゾン層破壊 フロン排出抑制法
不法投棄　等 廃棄物処理法

・・・
地球温暖化 持続可能なエネルギー需給

環
境
目
標

地球温暖化抑制 二酸化炭素排出量の削減 2020年度基準
原単位比2.0％削減 原単位比11.1%削減 ○ 2020年度基準

原単位3.0％削減気候変動の影響を軽減
大気汚染 持続可能な都市、

ゼロエミッションの強化

2003年度に達成した
ゼロエミッション

（排出物の再資源化率
99％以上）の定着と維持

排出物の再資源化率
99％以上

各工場で再資源化率
99％以上を達成 ○ ゼロエミッションの定着と

維持
人間居住の実現

不法投棄
埋立処分場の減少
廃棄物の越境移動

持続可能な生産形態を確保
(循環型社会形成)

排出物の削減 2020年度基準
原単位比1.0％削減 原単位比16.3%削減 ○ 2020年度基準

原単位1.5％削減

持続可能なエネルギー需給地球温暖化

開発・設計段階での製品
環境負荷の削減

環境に配慮した新製品の
開発設計

エコ製品認定率
70％以上

エコ製品認定率 ： 100％

○ 環境配慮製品認定率
新製品の70％以上

持続可能な産業化、
イノベーション ・グリーンフィット ： 6製品

・グリーンサポート ： 6製品資源の枯渇
化学物質による汚染
と人への健康障害 持続可能な生産形態を確保

(製品ライフサイクル)

自
主
活
動

お客様へエコ製品を提供 広告媒体、展示会、ホームページなどでエコ製品をPR 　   （詳細については当社ホームページをご参照ください。）

環境に配慮した資材調達
や物流を推進

取引先へのグリーン調達を推進 Ｐ13～14参照 ○ 取引先へのグリーン調達
を推進

大気汚染 持続可能な都市、
人間居住の実現

（環境に優しい輸送）

物流：モーダルシフトの取り組み Ｐ16参照 ○ 物流：モーダルシフトの
取り組み

地域社会の一員として地
域保全活動を通じ自然と
の調和を図る

地域貢献活動の実施 Ｐ19～20参照 ○ 地域貢献活動の実施
生態系の破壊 生態系の保護、回復
森林の減少

環境汚染の予防に取り組
み、安全・安心を地域社
会に提供

工場内の全部門で、環境側面に対するリスクを抽出
し、異常緊急時訓練を実施 Ｐ12参照 ○

工場内の全部門で、環境側
面に対するリスクを抽出し、
異常緊急時訓練を実施

―

持続可能な社会への説明責任 環境に関する情報開示に努める  CSR報告書2022、環境報告書2022を発行  CSR報告書2022、
環境報告書2022を発行 ○  CSR報告書2023、

環境報告書2023を発行 ―

人口増加
この方針を、役職員含むすべて
の業務従事者に周知し、展開

・内部監査員向けにISO14001：2015　教育を実施
・新任課長向けに環境マネジメント教育を実施
・新入社員向けに環境初級教育を実施

Ｐ10参照 ○ 教育の実施・・・ 公正な質の高い教育


